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スパゲティー型アンカータグで標識されたアカザエビの
生残，成長と標識残存率
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　アカザエビ Metanephrops japonicus は，銚子から南日向灘
の水深 200 ～ 400m の砂泥底に生息し 1)，駿河湾などの静
岡県沿岸では重要な水産資源となっている。これまで本種
の資源調査事例はあるものの 2-5)，資源量，成長，移動等の
生態情報は十分ではないのが現状である。一方，海洋深層
水を利用した本種の蓄養技術が開発され 6)，トレーサビリ
ティー対応のための個体識別が必要となっている 7,8)。これ
らの生態情報の把握や個体識別するための手段として，本
種の標識技術が望まれている。そこで，既にエビ類におい
て標識の有効性が確認されているスパゲティー型アンカー
タグ標識 9) が，アカザエビにも適用できるかどうか検討し，
若干の知見を得たので報告する。
報告に先立ち，アカザエビの入手にご協力頂いた焼津漁業
協同組合所属船寿々丸 ( 船長 : 橘政道氏 ) ならびに同漁協職
員の方々，実験にご協力頂いた静岡県水産技術研究所駿河
湾深層水利用施設の職員の方々に厚く御礼申し上げる。

材料および方法

　2005 年 3 月 16 日に，静岡県焼津市沖合の駿河湾水深約

300m において焼津漁業協同組合所属船のエビ篭により漁
獲されたアカザエビ 28 個体を入手した。そして，静岡県
水産技術研究所駿河湾深層水水産利用施設 ( 焼津市 ) の 1.5
トン容飼育水槽に収容し予備飼育を行った。
　それらの個体から 2005 年 5 月 1 日に歩脚に損傷がない
元気な 24 個体を選別し，実験に供した。実験に供したア
カザエビの個体数，サイズ等を表 1 に示した。2005 年 5
月 1 日から 9 月 28 日までの 150 日間を実験期間とし，標
識装着区と無装着の対照区の二つの実験区を設定した。1
実験区に各々 12 個体を使用し，平均体長は標識装着区で
62.4mm，対照区で 61.9mm であった。標識の有効性が確認
されているイセエビ Panulirus japonicus で，頭胸甲と腹部第
1 節の間に標識を装着していることから 9)，本種でも標識は，
頭胸甲と腹部第 1 節の右側面の間隙から，タグ銃によりス
パゲティー型アンカータグを打ち込んだ ( 図 1)。そして別
の 1.5 トン容飼育水槽に収容して飼育を継続した。予備飼
育，実験飼育ともに，水槽内を緩やかに通気しながら，水
深 397m から取水した海洋深層水を飼育水に使用し，換水
率を約 10 回転 / 日，水温 15.4 ± 0.7℃に調節した。餌料は
冷凍サクラエビを 1 日おきに十分量与え，残餌等は毎日除
去した。

　スパゲティー型アンカータグで標識されたアカザエビの生残，成長と標識残存率について検討した。150 日

間を実験期間とし，標識装着区と対照区の二つの実験区を設定した。標識として，頭胸甲と腹部第 1 節の右側

面の間隙から，タグ銃によりスパゲティー型アンカータグを打ち込んだ。本標識の装着による生残，脱皮及び

成長に及ぼす悪影響は特に認めらなかった。さらに，標識残存率は 100% と，本標識の有効性が示された。
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実験エビのへい死，脱皮状況やタグの脱落状況を毎日観察
した。脱皮した場合は，脱皮殻の甲長を測定し，脱皮一週
間後に脱皮個体の甲長を測定した。甲長はノギスにより測
定した。

結果および考察

　標識装着区と対照区におけるアカザエビの生残，成長，
標識残存等について表 1 に示した。
　実験終了時の生残数と生残率は，標識装着区で 8 個体，
66.7%，対照区で 9 個体，75.0%，脱皮数と脱皮率は，標
識装着区で 6 個体，50.0%，対照区で 7 個体，58.3% であ

り，ともに両者間に有意な差は認められなかった ( χ 2 検
定，p>0.05)。実験終了時の頭胸甲サイズは，標識装着区
で 65.1mm，対照区で 64.0mm，脱皮個体の成長率は，標識
装着区で 5.6%，対照区で 5.1% であり，ともに両者間に有
意な差は認められなかった (t 検定，p>0.05)。実験終了時の
標識残存数と生残個体数に対する標識残存率は，8 個体と
100% であり，脱皮後の標識残存数と脱皮個体数に対する
標識残存率は，6 個体と 100% であった。
　今回アカザエビで，標識の装着による生残，脱皮及び成
長に及ぼす悪影響は認めらなかった。さらに，標識の脱落
も確認されず，スパゲティー型アンカータグの有効性が示
された。本種において脱皮の開始時には，頭胸甲と腹部が
分離することが確認されており 10)，頭胸甲と腹部の間に装
着された標識は脱皮殻に影響されることが極めて少ないこ
とから脱落しにくいものと推察される。
　当該標識は，装着が簡単で，視覚により容易に識別でき
る利便性が高い方法である。今後，アカザエビの標識放流
による生態情報の把握や，養殖個体のトレーサビリティー
対応等に期待がもてる。　　
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Fig. 1 Japanese lobster, Metanephrops japonicus marked with 
Anchor type Tag.
　Upper: Tag was injected at lateral part between 　　
　　　　 carapace and 1st abdominal segment.
　Lower: Tag remained after molt. 
図 1　スパゲティー型アンカータグで標識されたアカザエビ

表 1　標識装着区と対照区におけるアカザエビの生残，成長，標識残存
Table 1 Survival, growth and tag retention of the Japanese scampi lobster.
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Tag retention, growth, and survival of the Japanese lobster, 
Metanephrops japonicus, marked with anchor-type tags

Kazutoshi Okamoto

Abstract A study was conducted to evaluate the feasibility of tagging the Japanese lobster, Metanephrops japonicus, 
with anchor-type tags. Feasibility was based on tag retention and the effects of tagging on survival and growth. These 
parameters were evaluated 3 months after tagging. No significant difference was observed in the survival and growth 
between the control group and tagged group, in which the anchor-type tags were attached on the lateral part between the 
carapace and the 1st abdominal segment. Tag retention was 100% for lobsters that molted at least once.
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